
1化学変化と原子“分子　　5物質と原子の記号　　　　　　　　　と年　　配　　否

○原子が錆びついてできる粒子

：いくつかの原子が結びついてできた粒子。

（現在では、気体だけでなく、固体や液体でも、分子からできている物質があ
ることが分かっている。　液体・・・水、エタノール、固体・・i砂糖など）
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2動物の生活と生物の変遷1生物と細胞　　　　　　　　　　　　　　　　　　理科 

圃植物と動物の細胞のつくり（P88，89）i2年　組　番名前　　　　　0” 

実験日2020年　月　日（）　校時i天気　　　恒温　　℃ ����湿度　　　　　　％ 

目的 �遜牧　丘雌地盤敏也鶴亀。 
入所も細く咋絹も比べ1裳道筋点レ契妨点し見フー1み。 

準備 �オオカナダ壬の葉、スライドガラス、＿カバーガラス、ピンセット、綿棒、ろ紙、顕微鏡 
染色液（南中　lレ杉イン　　　　朔日乱ヾン　） 

方法 �醒藍跳誌諾器霊霊霊をかける。 「∴ト÷「∴ト∴ ���；オオカナダ王の漂！ セットでとる！ 8回：試料こ染色液を2－3滴たらして3－5分置き、その後・ ���iヒトのほおの内部 恵i iの粕霞（勤掲〉 ；ほおの内側の粘曙 

回顕微鏡で細胞のつくりを観葉し、スケッチする。 （植物細胞は100－150倍、動物細胞は100－400倍） ���；を、綿棒（楊枝）の：畠 iの部分で軽くこすく りとる。 

結果 � �オオカナダ王の薫　　く　　ヒトのほおの粘膜 ��気づいたこと 

染色－ しない �種物粗 08■ �㊧ �●カオ材ワシの細 鵬I高専銘々 か縮れ函＼〟、 

細胞 ㊨ �。〔膏 ��（約9搾取直 見ク刷桁毎 〇万加1妬ク鯛 離籍、“ ’緒鷺接 続紺卑屈、‘ 

染色 した 細胞 遍④ �騨 �，㊨ 

観察倍率 �100　倍　　　1　　　400　倍 �� 

考察 �植物と動物の細胞を比較して、共通点と異なる点とをまとめる。 

反省 �【自己評価】　　　　　　　　　　　　　はい　　いいえ l積極的に観察に取り組めたか？　　　　5・4・3・2・1 

感想 � ��2観察の手順■操作が理解できたか？　　5・4・3・2・1 
3観察によって課題が解決したか？　　　5・4・3・2・1 



2動物の生活と生物の蜜遷　1生物と細胞　　　　　　2年　組　番

○細胞のつくり
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（後続の細さ〉 同番録鱗組越重 �i名称iii �∴：特徴とはたらきi 
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・集線佑 �縁日の放諸房有色〃語｛ 

板的 �肢状のブくi信 （花物砂も働でか接。屈施し1霧棚細魚成 

鯛椴 �屠朗色屈し1扱以外の部偽レオレめで 
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2動物の生活と生物の変遷　1生物と細胞　　　　　　　2年　　組　　番

○単細胞生物と多細胞生物

クリオネは、

（Ilr肋研イ）

（）細胞生物
であり、

（　　　　）の

仲間。（イカ、タコ、
アサリ、マイマイと

同じグループ）

「生物は（細胞）でつくられている。は日出0初動 

睦i網棚旧劇廟的擁縮 �南郷融瑚il 
（l）個の細胞で（任命者勧）を行っている。 �‥甥くり幼組めI肋 

（催し㊨脚勺，姦局で軸心〟．仲繭両） �屋的。 

犠整 �十二 

・細胞の（大きく）や（勅）・（歓）は・生物の種類やからだの部分によって（i紡伯）。 

○多細胞生物の細胞
（坊郷関履物）では、　　　　　　　なしを

産前詰きが同じ（勿繭）が集まって（＝塾墾直）をつくる。
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